
 

1.　はじめに 

本研究では携帯電話位置情報から人口を推計す
る「モバイル空間統計＊1」を使い、2018年6月18
日に発生した大阪府北部を震源とする大阪地震に
焦点を当て、通常時と地震当日の１時間ごとの人
口分布をGISに展開して地図上に可視化し、比較を
行った。その結果、通常時とは異なる人口の滞留
が見られた時間帯とエリアをGIS上で可視化し、特
定できることが明らかになった。 
地震当日の大阪市中心部は、人々が流入できな
かったため通常より昼間人口が大幅に減少してい
たことがデータから観測できた。本研究では大阪
北部地震から得られた人口推計データを使って、

都市直下型地震が発生した場合の帰宅困難者対策
を目的とする被災者行動分析を行う。 

2.　大阪地震の概要 

2018年6月18日 午前7時58分、大阪府北部を震
源とする大阪地震（マグニチュード6.1, 最大震度6
弱）が発生した。大阪市北区、高槻市、枚方市な
どでは最大震度6弱を計測し、この地震の被害は死
者5名、重傷者17名、全壊家屋数12棟、一部破損
家屋数41459棟であった＊2。 
朝の通勤・通学ラッシュを迎えた時間帯に地震

が発生した影響により、鉄道や地下鉄などの主要
交通インフラが一斉に麻痺した。その結果、多く
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Fig1  通常時と地震発生時の人口の差分を可視化（左画像が7:00、右画像が9:00のもの）



の人々が移動中あるいは移動前に移動手段を奪わ
れた状態となり、当日の深夜まで通常時とは異な
る混乱が見られた。6月18日に発生した大阪地震
の主要な鉄道会社の運転再開時刻をまとめたもの
が【Fig2】である。 

3.　モバイル空間統計 

本研究で使用したモバイル空間統計とは、NTT
ドコモ社によって作成された動態人口データで、
基地局でキャッチした携帯電話の位置情報を元に
して、個人が特定できないように処理したデータ
を集計し、1時間ごとの人口を推計したものである。
本研究では、対象範囲を大阪府全域の500mメッシュ
とし、大阪地震当日の2018年6月18日（月）の0時
から23時までの1時間ごとのデータと、比較するた
めの通常時データとして、2018年5月21日（月）
の0時から23時までの1時間ごとのデータを用いる
こととした。 

4.　結果 

500mメッシュごとに07:00、09:00それぞれの
時間の人口推計の差分データをGISで可視化したも
のが【Fig1】である。これらの図から「いつ、ど
こで、どのような相違が発生しているのか」を検
証した。 
7:00時点で人口分布の差はほとんど見られない
が、7:58に地震が発生し、そのおよそ1時間が経過
した9:00時点では、大阪環状線の内側エリアでは
人口の空洞化が発生しており、その外側の北側、
西側、南側を取り囲むように人口の増加が見られ
た。地震発生後およそ9時間が経過した17:00時点
では、9:00時点と比較して人口分布が増加してい
るエリアが市広範囲に拡散している傾向が見られ
た。地震発生後およそ15時間が経過した23:00時
点では、大阪市中心部にやや空洞化が見られたも
のの、人口分布はほぼ通常時の状態に収束したこ

とが分かった。ただし、どのような手段で人々が
移動したのかは、モバイル空間統計から特定する
ことは困難である。 
大阪市中心部に該当する大阪環状線内側エリア

のメッシュを抽出し、より詳細な比較を行うため
に、通常時との人口分布を比較したグラフが
【Fig3】である。大阪環状線内側では、通常時デー
タの5月21日と比較して、地震が発生した直後の
08:00時点以降、多くの人が流入していないことを
示している。一方で、16:00時点までは大幅な変化
が見られないが、17:00以降減少している。 

5.　結論 

以上のことから、地震当日、大阪府内で局所的
な滞留や混雑は発生したものの、大阪環状線内側
エリアの人口は、通常時の人口より最大約30%（約
35万人）少なかったことが分かった。また地震当
日の人口動態のイレギュラーな状態は、23時頃に
ほぼ通常時の状態に収束したことが、データから
明らかになった。 
しかしモバイル空間統計の人口推計データから

人々の移動手段は特定できないため、他のデータ
を使って人々の行動を分析し、どのように帰宅困
難者対策に活用できるのかについて、考察を進め
ていく予定である。 
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Fig3  大阪環状線内側エリアの人口比較

Fig2  主要な鉄道会社の全線運転再開時刻＊3


